
	別紙様式２（第２条関係）
	海事科学

研究科長
	加速器・粒子線
実験施設長
	放射線取扱

主　任　者

	
	印
	印
	印


令和○○年○○月○○日
神戸大学大学院海事科学研究科
加速器・粒子線実験施設放射線発生装置使用申請書
　 
神戸大学大学院海事科学研究科長　殿
　
申請者 住所　　　　　　　 神戸市灘区六甲台町1-1　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　機関・所属部局名　神戸大学大学院工学研究科
代表者 職名・氏名　○○ ○○　　　印                              　　　　　　　　 
（担当者氏名）　　　　 □□ □□
連絡先（電話・E-mail）　078-000-0000
　  　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇〇〇〇〇@〇〇〇〇.〇〇.〇〇
神戸大学大学院海事科学研究科加速器・粒子線実験施設タンデム静電加速器5SDH2（放射線発生装置（以下「加速器」という。）を下記の研究題目・条件の下で使用したいので許可願います。加速器の使用に当たっては，関係する規則及び加速器における使用上の注意事項等を遵守し，加速器の使用に係る一切の責任を負います。
記
運転責任者氏名    　　ⒶⒶ ⒶⒶ　 　　印　　　 所 属  　　　神戸大学大学院工学研究科　　　
使用者氏名※    　　ⒶⒶ ⒶⒶ、ⒷⒷ ⒷⒷ、ⒸⒸ ⒸⒸ、・・・　　　　　　　　　　　　　　　　
　　一時立入者氏名※　　ⓅⓅ ⓅⓅ、ⓆⓆ ⓆⓆ、ⓇⓇ ⓇⓇ、・・・　　　　　　　　　　　　　　　　

	研    究    題    目
	○○○○○○に関する研究

	実    験    内    容
 （具  体  的  に）
	○○に荷電粒子を当て○○○○の放出量を測定する。

	持ち込み試料とその数量
	ニッケル板×３枚

	使　　用　　期　　間
	令和２９年１０月１６日 ～ 令和２９年１０月２２日

	使用イオン源
	（ａ）ＳＮＩＣＳ         （ｂ）ＲＦＩＳ

	加速負イオン
	Ｈ－
	
	
	

	加速電圧範囲（ＭＶ）
	０.７～１.２
	
	
	

	照 射 粒 子（荷電数）
	Ｈ＋
	
	
	

	照射電流範囲（ｎＡ）
	１００
	
	
	

	使用する延長管※※
	（ａ）＋４５° （ｂ）＋１５° （ｃ）－１５° （ｄ）－３０° （ｅ）－４５° 
（ｆ）その他（　 　　）

	運転モード※※※
	
（ａ）中性子実験運転モード       （ｂ）重イオン実験運転モード

	予想される
中性子，γ線，Ｘ線
最大発生量
	中性子
	　　　２　　　　（ｃｐｍ）

	
	γ  線
	　　０．２　　（μＳｖ／ｈ）

	
	Ｘ  線
	　　　―　　　（μＳｖ／ｈ）

	その他使用を希望する機器
	


· 記入欄が足りない場合は，「別紙のとおり」として，別紙に記入する。
※※　＋符号は加速器室の東側を，－符号は西側を示す。選択した延長管の記号に丸印を付けること。
※※※　運転モード（ａ）ではコンクリート遮蔽扉を閉じ，（ｂ）ではこれを開ける。
ご使用2週間前迄にご提出下さい　(別紙様式1と一緒に提出下さい)。





＜記入例＞








運転責任者が最適です。





運転責任者以外では使用料等に関する実務担当者とする。





多人数の為記載し切れない場合は、必ず別紙にご記載の上、本紙に添付下さい。





使用期間は、使用期間毎の最初の日と最後の日をご記入ください。


の当該年度末をご記入下さい。





加速負イオンがHe- の場合、4He- 又は3He- の区別を明記して下さい。








　　 注）使用開始日の１４日前までに提出してください。

